
点数 各項⽬20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員A 15 14 15 18 18 80 廃品回収のバイトをしていた時に体験したというのがリアリティあるなと思い
ました。この⼿の話の場合、主⼈公の上司や同僚がやられてしまうというパ
ターンが多いと思うけど、全員⽣き残って次もやるぞってテンションになって
いるのはある意味新鮮だなって思いました。このメンツならば、廃品回収業者
シリーズとしていろいろな体験をこれからもしてくれるかもしれない。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員B 14 13 14 14 13 68 何も無い空き地に雑草と⼈影が⾒えたりするのは陽炎とか蜃気楼みたいなもの
を霊が利⽤して⾒せているのかもしれませんね。そして依頼主が庭で死んでい
たオチは普通にヤバいでしょ、で弟の霊がそれに気付かせない様に出てきたみ
たいな説明はなんか違う様に感じました。「あつい」じゃなくて「あっち」っ
て教えてくれていたんじゃないでしょうか。じゃなかったら、関係ない⼈の前
には出てこないんじゃないでしょうかね。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員C 17 17 16 15 16 81 全体的に⾮常に良かった。
まずバイトの内容が珍しく興味をそそる。
さらに様々な描写が的確で、季節を感じさせてくれたり、ポツンと⼀軒家のよ
うな⾵景をしっかり頭に描かせてくれた。
キャラクターもそれぞれ⽴たせてあり、⼈間味をしっかり感じた。
（所⻑が狸親⽗なのが個⼈的に⾝に覚えがあり過ぎてかなりリアリティを感じ
てしまう…！）
その上で、キャラがホラーシーンにもしっかりと絡んでくるので、本⼈の焦り
がしっかり伝わってきて印象が良い。
映像化して更にはシリーズ化したいと思わせてくれるレベルの素晴らしい内容
だった。

ただタイトルはイマイチ…
シリーズの副題としてなら、お話とのリンクもあり良いと思うのだが、単話と
して⾒ると、少しそそられないタイトルだと感じた。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員D 16 17 18 16 17 84 姉弟の亡くなり⽅が少々不⾃然な気がして、あまり感情に訴えてくるものがあ
りませんでした。確かに炎天下で放置されたら相当な暑さ、苦しさだとは思い
ますが、同じ敷地内にいて、そこまで気付かれないことがあるでしょうか。展
開が少々強引な気がします。屋内の不気味な描写はとても良かったです。⾍に
たかられる、というのも最後死の間際弟さんに実際に⾍がたかっていた不快さ
を波⻑が合った主⼈公に追体験させていたような気がします。屋内にいても屋
外にいても、あてられてしまうほどの強い念が残っている場所には踏み込みた
くないですね。最後説明的な会話が多く、それまでのテンポの良さが崩れてし
まったのが少々残念でした。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員E 20 15 15 20 20 90 毎回クオリティの⾼い作品で感⼼します。所⻑、⼤塚さん、タカ君という登場
⼈物の関係性にクスっとさせられたのでユーモアさも⾼く付けました。真夏の
炎天下での作業と室内での作業の暑さがリアルに伝わって来るのと、途中に何
度も挟まれている誰の声かも分からない「あつい」が追い⽴てられているかの
様に近づいてくる感じがして、怖さを倍増させている表現も素晴らしいです。
最後の渡辺さんまで同じ状態で亡くなっていて、しかも作業をしていた時に庭
に倒れていたという⼆重にゾッとする展開も⾒事です。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員F 18 14 14 18 16 80 ⾮常に読みやすく、⼀気に読んでしまいました。特にユーモアさが強く感じら
れ、お話の世界に引き込まれました。会話の中でユーモアが感じられる作品、
私は好きです。霊的な怖さも然ることながら、暑さの中で⼀歩間違えば全員が
死んでいたかもしれないという恐怖が強く感じられました。依頼主の渡辺さん
の弟さんも地獄のような暑さの中苦しみながら死んでしまったのでしょうね。
そして、姉弟仲が悪く、⾃分の死の苦しみに気づいてくれなかった、寧ろ、敢
えて放置した、とすら思い込んでいたかもしれない、と思うと、複雑な気持ち
になりますね。兄妹とは仲良くしておこうと思いました。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員G 18 18 16 15 18 85 ⽂章構成が上⼿い！会話からも情景が浮かんできて、とても読みやすいお話し
でした。怖さもストレートに伝わってきて、また怪談ではあるものの会話や表
現にユーモアも感じられ、その点も⾼評価としました。また怖さを始め他の点
も⾼評価！もう、全体的に⾼得点のお話しだっと思います！依頼主が留守だっ
た辺りから、既になんか怪しいぞ…と思いながら読み進めていたのですが、ま
さか弟さんと同じ亡くなり⽅をするとは！！良い意味で裏切られ、最後まで⾯
⽩いなぁと思わせる怪談でした。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員H 15 15 10 15 10 65 暑い⽇が増える季節に合う内容、最近需要が⼤きくなっている職業が舞台、神
崎さんの演出の上⼿さは流⽯ですね。読み始めてすぐにわくわくしました。登
場⼈物たちの何気ない雑談のおかげで、後半で出てくるであろう恐怖に期待が
ふくらみました。とても新鮮だったのが、屋外で⼈が死んでいた事です。⼟を
新しく盛るというのが⽣々しくて良かった。室内で何かおこるのかと勝⼿に予
測していたので、終盤の種明かしは良い意味で裏切られました。「何でも買い
取る不⽤品回収業でも、さすがに幽霊はいらない」のセリフは最⾼ですね。刺
さりました。エピローグも続話感があっていいですね。素晴らしいです。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員I 18 15 10 13 15 71 導⼊部から⾮常に軽快な語り⼝で、まず読物として読みやすかったです。⽂章
の構成が上⼿いですね。余分な描写が無いのが凄いと思います。最⼩限の表現
で最⼤限の恐怖に落とし込むのはなかなか出来ることじゃ無いと思いました。
先ず怖さですが、起きる現象そのものも勿論怖いのですが読み⼿にその場⾯を
想像させ、あたかもその場に居合わせた様な感覚に陥らせ、共に恐怖に落とし
込んでくる。傍観者で居させてくれないのでかなり怖かったです。ですので、
⾼得点をつけました。鋭さについては、各⼈物、⾵景の描写、怪異に⾄る過程
の表現が的確に表されていると感じた為、この得点です。ユーモア、意外さに
ついては怖さの中にも主⼈公、所⻑、⼤塚さんのやりとりが⼈間味溢れていて
思わず笑ってしまったのと、顛末が「そう来たか！」と思ったものだったので
この評価となりました。ただ⼀つ、新しさについてはそこまで斬新なものは感
じられなかったので、やや低めの評価しています。昔からある怪談話や、洒落
怖など数多存在する中で、新しさを出すのは⾄難の業だと思いますが、、例え
ば、敢えて隣⼈は登場させないで姉の実態が分からないないまま終わる、とい
う展開もありかもしれません。元々のポテンシャルが⾼いと思うので、ブラッ
シュアップされた更に皆を恐怖のドン底に落とし⼊れる作品を読んでみたいで
す。

130 暑い 神崎マコト ⼀般審査員J 18 18 15 18 15 84 怖さ：不⽤品買い取り業者が遭遇しそうな事象であるが、わかりやすい怖さと
して、男性の亡くなり⽅があり、主⼈公たちが体験した事象も⾮常に怖かっ
た。もしあのままだったら全員引き込まれていたのではないかというところも
怖かった。
鋭さ：⽂章が⾮常に読みやすく、話の展開も⾮常に良かった
新しさ：不⽤品買い取り業者ならではの話ではあるが、恨みのある兄妹をまさ
に巻き込んでいる最中だったという話が新しかった
ユーモアさ：不⽤品買い取り業者のメンバー間での掛け合いがコワイもの怪談
の中でも絶妙な⼊れ⽅で、⾮常に良かった
意外さ：兄妹が家の中でと思っていたが、まさか⾃分と同じ亡くなり⽅をさせ
ようとしていたとは、想像していなかった。

合計 169 156 143 162 158 788
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125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員A 18 15 15 16 20 84 たくちゃんが出会った⽼婆は何者なんだろうか。幽霊か⽣きているのかは分か
らないけど、⾜を失ってからたくちゃんの家族が全員ダメになってしまう展開
は本当に地獄。電⾞にひかれて⽣き残ったのはちょっと意外だなって思ったけ
ど、もしかしたら脚を奪った⽼婆が敢えて⽣かしたのかなって思ってしまいま
した。たくちゃんが亡くなった後、お姉さんが発狂してしまった。バットエン
ドをこれでもかと詰め込んだ話で、⽼婆の正体が分からないのが本当に後味が
悪い。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員B 10 12 10 12 10 54 創作だと思うんですが、ただただ話が⻑いです。作りはよくある霊能者のおば
あちゃんとその友達か兄妹、ちょっと飽きちゃいました。はじめに⾜が無いの
を⾔わない⽅が良いのと⽼婆とのやりとりが⻑すぎます。読んでる⽅は⾜が電
⾞で無くなるんだろうなと思いながら読むのはまあまあ苦痛です。オチも死ん
で終わりにするよりは、もらったお守りが呪物だったとかの⽅が良かったか
な。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員C 17 17 15 15 17 81 事故が多い現場には必ず何かしらの要因がありますね中にはとても理屈では通
⽤しない事案もあるようで...線路に巣⾷う魔物ですね。⻁視眈々と素直で健康
的なターゲットを品定めしていたようで陰鬱でとても胸糞な気分になりました
（賛辞でございます）ありがとうございますm(_ _)m猫婆に頂いたお守りがピ
ンチの時に眩い光を放ち出し悪霊婆を退散する展開を密かに願ってましたが、
読み⼿の期待を裏切るようなこ絶望エンド！これは怖さと共に鋭さ、意外さを
⾼めと致しました。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員D 18 14 17 19 18 86 不気味な⽼婆に魅⼊られてしまった恐怖はとんでもないものだったと思いま
す。強⼒なお守りを持っていた猫ばあちゃんの正体も気になります。いいおば
あちゃんと良くない⽼婆、この圧倒的な差が良いなと思いました。ただ、⽼婆
と出会ってからのボリュームが膨⼤なのに対し、現在の私が「たくちゃん」に
対して感じた狂気じみたものの描写が少なく物⾜りなさを感じました。加え
て、たくちゃん⽬線で描かれているので何度も「たくちゃん」を連呼しなくて
も意味は通じます。あまりに何度も出てくるので説明的な書き⽅になってしま
い、テンポが悪く少々読みづらさを感じたのが勿体ない点んでした。お姉ちゃ
んまでなぜおかしくなってしまったのかも不明で後味が悪いというより、消化
不良感が残ったのが残念な点です。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員E 20 10 15 10 15 70 たくちゃんが⽼婆の企みに翻弄されていく姿がリアルで情景が浮かんで怖かっ
たです。当時は⼦供で⽼婆の⾔いなりになってしまったけれど、今更後悔して
もどうにもならないのは承知の上で、齢を重ねると共に「⽼婆に脚をとられて
悔しい」「なんとかして奪い返したい」という気持ちが出て来るのも納得で
す。最後は悲しい結末ですが、たくちゃんは脚を取り返しに⾏って、残りも取
られてしまった様な気がしました。たくちゃんのお姉さんがどうなったのかが
気になったのと、「坊」が「防」になっている所が２箇所有ったのが残念でし
た。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員F 16 15 14 15 15 75 とても怖いお話でした。脚のない⽼婆の霊(？)らしきものに魅⼊られてしまっ
たたくちゃんが、⽼婆にしがみつかれて意思とは関係なく操られるようになっ
ていく様は読んでいてとても恐ろしい。猫ばあちゃんからお守りを貰って持っ
ていたにも関わらず、結果として脚を失うことになってしまったたくちゃん…
。展開としてはそうなってしまうだろうとわかってはいても⾟いですね。⽼婆
は余程強い怨霊と化していたのでしょうね。お話として⾮常に⾯⽩かったで
す。「」の使い⽅や、改⾏、誤字、脱字等、改善すべき点は幾つかあります
が、それらを差し置いても印象に残る良い作品だと思います。結局、たくちゃ
んは亡くなってしまったのですね。かなり⻑い年⽉が経ってからたくちゃんが
亡くなった、という展開も意外でした。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員G 20 18 18 10 16 82 物語りや⼩説の様な、濃厚なお話しでした。描写も丁寧なので、その時の状況
や様⼦がすごく伝わってきて、おばあちゃんをおんぶしてからの件からは⻤気
迫るものがあり、興奮しながら読み進める⾃分がいました。怖さも単なる“怖
い”では⽚付けられない様な、気持ちの悪い怖さもあり、全体的に⾼得点を付け
させて頂きました。⼜後半には私の予想を超えた展開があり、最後まで気の抜
けない素晴らしい怪談だったと思います。 “魅⼊られてしまう怖さ”というの
は時に命まで取られてしまうのか…と。最後は悲しい気持ちにもさせられまし
た。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員H 10 15 5 10 15 55 かなりの⼤作に読み応えを感じました。たくちゃんという可愛い⾳の響きと内
容とのギャップが最⾼ですね。この世のものでない⽼婆に執着された「たく
ちゃん」が違和感を感じながらも⽼婆から憑かれてしまい、冷静に判断できな
くされている状況描写が気持ち悪くて良かったです。擬⾳の使い⽅がとても良
く、⾳声になっても映えそうです。個⼈的に⾜を失って50歳⼿前になったたく
ちゃんの様⼦が刺さりました。脚を奪い返したい。と狂気しか感じず、たく
ちゃんがあの⽇の⽼婆になってしまうのではないだろうかと考察しました。読
了後のゾクゾク感がたまらない良き怪談です。1点違和感を感じたのは年齢表現
のすり合わせですね。序盤で「40才を過ぎた今でも〜」とあったので40代前半
と思っていましたが、終盤に「事故後40年近く経つのに〜」と記載があったの
で引っ掛かりを感じました。⼩3は8〜9才なので序盤で50歳⼿前などにすると
良かったのかも。重箱の⾓をつつくような指摘をしてしまい、すみません。怪
談の内容にさほど影響が無い部分ではありますが、細部まで美しい⽅がクオリ
ティが⾼くなるのでは？と思い書かせて頂きました。⼤変素晴らしかったで
す。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員I 16 13 13 10 12 64 読了後、ひたすら「。。。。」と無⾔になる作品でした。幼なじみの両脚が無く
なった経緯の物語でここまで怖く出来るのがそもそも凄いです。冒頭の主⼈公
にたくちゃんが「両脚を失った話を何度も何度もしてくる。」くだりから、猫
ばぁちゃんの話、お守りを肌⾝離さず⾝につけるようにと渡された場⾯、そし
て怪異へと繋がるわけですが、これでもかとばかりにフラグが⽴っているので
ドキドキしっぱなしでした。⼤体こういう構成だとくどくなりがちですが、上
⼿くまとめましたね〜。さて、怖さについてですが、兎に⾓⽼婆が登場する場
⾯が怖くて不気味で気持ち悪い。元は幽霊だったのが怨みの念で魑魅魍魎の類
になったのか分かりませんが、ひたすらたくちゃんを追い込んで両脚を奪おう
とする執念が凄まじく、恐ろしかったです。そして、最後の結末も衝撃的でし
た。彼⾃⾝が怨念を取り込んだのか、数⼗年経てなお、かの⽼婆に取り憑かれ
ていたのか謎のままでしたが、そこも怖かった。なので⾼評価つけさせていた
だきました。鋭さについても、怪異に出くわす所からの容赦なく読み⼿も巻き
込みながら、⽼婆がたくちゃんの脚を執念深く狙う場⾯やその後の救いない結
末に到る描写がテンポ良く書かれていて、この点数になりました。新しさ、で
すが先ず⽼婆の正体が全く明かされないまま読み⼿の想像に任せている印象で
した。こういう時、どうしても説明過多になりがちで設定も盛りがちなパター
ン多いと思うので、そこを敢えて回避しているんだろうなという点と、⽼婆と
の怪異が⼭場とみせて実は結末がより衝撃的だった点も新しさを感じました。
さて、ユーモアについてですが、話に救いが無さすぎる点とそうは⾔っても⽼
婆の描写が奇怪で不気味過ぎてある種の可笑しみはあるので、間を取った評価
となりました。意外さは、やはり結末の部分の予測不可能な展開が⼤きかった
です。なので点数⾼めにつけています。

125 たくちゃんの脚 サイマン ⼀般審査員J 18 18 15 13 14 78 怖さ：たくちゃんが事故にあってしまった経緯を読者に想像させやすくなって
おり、⽼婆の⾏いがとても怖かった。また最後に亡くなってしまったたくちゃ
んもなぜそんな事になってしまったのかがはっきりしないところも怖かった
鋭さ：読者を引き込む詳細な怪談となっており、⾮常に良かった
新しさ：主⼈公の語り⽬線でなっており、最後まで⽼婆の気持ち悪さが際⽴つ
書き⽅が良かった
ユーモアさ：猫婆さんとのふれあいは、話の中で良かった。更に猫婆さんが助
けに⾏こうとしている緊迫感も物語の中で際⽴った
意外さ：結局、たくちゃんは、亡くなってしまったことと⾜を取り返したがっ
ていることについても⼀種の執念を感じさせるところが意外さを感じさせた

合計 163 147 137 130 152 729

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員A 18 16 14 16 15 79 この話だけではないですけど、今⽉は実話っぽい話が多かったのは前⽉の書評
や実話的な話が欲しいという周りの影響もあったのかなって最初に思いまし
た。依頼主は⼤切な思い出を戻したくて⺟親を儀式的なことをしたのかどうか
は分からないけど、世の理を捻じ曲げるのはやっぱり良くないものだなと。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員B 17 14 14 12 13 70 ⼼霊にしてははっきりとし過ぎているので、⼈怖なんだと思いますが⼈だった
⽅が何倍も怖いですね。まずスマホがあるのか家の電話があるのかわかりませ
んが⼀応、電気は通ってるんですよね。そしたら、絶対お⾦がかかってくるの
で働いてるか⽣活保護を受けていると思うんですが⽣活保護なら⾏政が関わっ
てくるのでそんな状態で⽣活してないと思うんですが疑問が残りますね。ただ
⼈の助けが必要なのだけはわかりました。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員C 17 16 15 13 17 78 ⾼い⽂章⼒と描写表現が丁寧に書かれており建物の湿度や埃臭さも感じとれま
した。たまたまなのか？それとも必然なのか？不思議な世界に誘われた主⼈公
の⽅もその職業ならではの体験で描写に説得⼒が⽣まれてました。壊れている
⼈、取り憑かれてる⼈そこに⾃覚が無いのもまた恐ろしいものです 未成仏なの
か？未解決のままドロっとした終わり⽅がまたリアルティー増し増しで怖さポ
イント⾼めとしました。ユーモアさを増やすポイントととしては物語中盤にも
う⼀つクスッとするクッション展開が欲しかったです。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員D 16 11 18 16 17 78 状況説明がとにかく丁寧。廃墟かと思われる不気味な家に踏み込むまでに不気
味な気持ちが⾼まり、⼀瞬油断した隙にまた不気味さが⼀気に⾼まりました。
ぼろぼろの家に⽣活感がある得体のしれない恐怖。想像しただけで胃が痛くな
りました。ただ、家に⼊るまでの間に落ちていた複数の⼦どもの物と思われる
靴の伏線が回収できていないように感じて少し残念でした。最終的に怪異では
なく、⽣⾝の⼈間だったのは逆にしてやられた感があり得点を⾼めにつけさせ
ていただきました。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員E 20 15 18 18 18 89 怪談の中でも⼈怖が好きなので好みのお話です。話の導⼊から引き込まれて読
みました。⼥性の意図が分からないから怖さが倍増しますね。⼈間が⼀番怖い
と思いました。読んでいる途中で、⼦供の頃に近所の廃墟に住んでいたお婆さ
んが居たのを思い出して⿃肌が⽴ちました。タイトルの「もとにもどしてく
れ」も家だけじゃなくて、⺟親が⽣きていた時の幸せだった頃に全部もどした
いという⼥性の悲痛な叫びのように思えて切ない気持ちにもなりました。欲を
⾔えば⼥性の息づかいを説明では無く⽂章で表現して貰いたかったです。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員F 16 13 13 13 14 69 印象としてはサスペンスホラーのような感じで、最も強く感じたのはやはりヒ
トコワですね。得体の知れない依頼主、そして、廃屋のような不気味な家に謎
めいた『祭壇』のようなもの。お話の中で語り⼿である〝私〟さんが考察して
いるように、依頼主の⼥性は、亡くなった⾃分の⺟親を⽣き返らせようと何か
の儀式をしていて、それを完成させる為には壊れた家を直さなくてはならな
い、と思い込んでいるのでしょうね。ただ、もとにもどしてくれ、という⽼婆
の⾔葉は家をもとにもどしてくれ、という事ではなく、私をあの世へもどして
くれ、という意味なのではないかと私は思いました。数多ある業者の中から選
ばれたのが〝私〟さんの業者、という意味では意外性が感じられるかもしれま
せんが、選ばれたくはないですよね。最後に会社のスマホからその家の写真が
削除された理由を私も聞いてみたいです。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員G 18 15 15 10 15 73 ⼈怖ミックス的な、気持ちの悪い怪談でした。お話しも読みやすく、状況描写
がとても上⼿く臨場感が伝わってくるので、最後まで⼀気に読ませて頂きまし
た！怖さも⾊々な怖さがあり、⾯⽩かったので怖さの点を⾼得点とさせて頂き
ました。しかし依頼者の⼥の⼈、住んでる家も去る事ながら背景も怖すぎるん
ですけど、お⺟さんが亡くなられてとの事でなんだか可哀想な感じでもあり…
複雑な気持ちにもなりました。その後⾳沙汰も無いとの事でしたが、最後の投
稿者さんなりの考察にも共感する部分もあり、⾮常に本当に⾯⽩い怪談でし
た。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員H 17 15 5 15 5 57 クオリティ⾼い作品だと思いました。起承転結のどれも、密度と湿度と嫌悪感
で溢れており、無理無理無理と思いながら読みました。違和感しか無い⽼婆、
⼦供の靴、⾚く塗られた写真、儀式。主⼈公の視線に⼊るもの全てが異常な状
態のものばかりで、家の敷地内だけが、どこか別の異世界のような状況描写の
上⼿さに本当に引き込まれました。読了後のスッキリしない感じも良い演出に
なっていると思います。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員I 15 10 5 12 12 54 終始不気味さが漂う作品でした。冒頭の依頼の電話から始まり、実際に家の中
に⼊っていく過程では「次に何が来るのか？」とドキドキしっぱなしでした。
なので怖さは⼗分。それと、最後まで怪奇現象なのかはたまた狂⼈のなした所
業なのか分からないまま、という点で私の予想した展開とは違っていて、意外
さも点数⾼めににつけました。新しさに関しては、正直あまり感じませんでし
た。と⾔うのも、奇妙な電話がくる→主⼈公が⾏く⽻⽬に→主⼈公が怪異に巻
き込まれる、この展開⾃体は古典的な⼿法だと思ったからです。物語の性質上
難しいかも知れませんが、冒頭を件の家に⼊る所から始めてみて、依頼の電話
を回想しながら、家の中を探索していく展開でも良かったかもしれません。鋭
さについては主⼈公を徐々に追い詰めていく⽂章の展開がなかなか良かったで
す。ただ、説明的な描写が多く感じましたのでこの点数をつけました。ユーモ
アについては、2階から⼥性が覗いてくる描写が怖さもありつつ可笑しみも感
じられたので、この点数をつけさせていただきました。

115 もとにもどしてくれ あきら ⼀般審査員J 15 15 15 12 15 72 怖さ：⼥性の実家の修理に必要となる調査で体験した誰の声だったのかわから
ないものとその後の主⼈公が推測した⼥性が⺟のためにしようとしていたこと
またはしたことがゾッとした
鋭さ：⽼婆がやろうとしていたことを主⼈公が想像することがとても切れ味が
あり、良かった
新しさ：主⼈公の⼥性が⽼婆がやろうとしたことまたはやったことを想像する
ことを読者に想起させやすい記述となっていたことが良かった
ユーモアさ：主⼈公の⼥性と社⻑とのやり取りで、写真を社⻑が消したという
点において、何があったんだろうと読者に想像させるところがよかった
意外さ：社⻑が写真に何を⾒たのか読者に気にならせるところがよかった

合計 169 140 132 137 141 719

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員A 16 18 16 13 15 78 ⼼霊スポットとかに⾏って再⽣数を稼ごうという阿漕な⼿法ではなく、⾃分で
DIYして再⽣数を稼ごうという真っ当な⽣き⽅をしていたにもかかわらず消え
てしまった先輩は不憫で仕⽅がないなと思いました。古い家を購⼊した時から
消える運命だったのか。それとも、偶然そうなってしまったのか。この⼿の話
はどうしても謎が残りますよね。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員B 14 15 13 11 15 68 ⼭奥の家に⾏った時点で本当に3⼈だったのかってとこですね。まず、先輩です
が⼦供の顔でパンパンの押し⼊れに吸い込まれて、襖を開けたら何も無いのは
幻覚だからだと思うし、ユキさんも異空間のような所にでて気がつくと空間そ
のものが⼊れ替わり消えているのは現実では難しいと思います。そして、部屋
に落ちていた⼈形のアタマが現代のものばかりなのがおかしいのでその家とま
わりの空間そのものが幻覚だったんだと思います。どこかの時点で3⼈バラバラ
にされて、戻って来れたのが主⼈公だけだったという事ですね。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員C 15 15 16 14 16 76 ⼈間の僅かな違和感や、直感は当たるものでハッキリと分かりやすく幽霊が出
た訳では無いが奇妙な怪異体験談  ラストのオチと⾔いますか後⽇辿り着くこ
とが出来なかった事や、⼈が失踪してしまったという後味の悪さがとても⼼地
よかったです そこを加味して怖さ、鋭さポイントを⾼めと致しました。⽂章全
体としては特に注⽬してほしい点やそこまでの点との取捨選択の部分がとても
上⼿かったです。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員D 18 17 17 18 17 87 ⼈形に纏わる話はそもそも不気味です。先輩がなぜその家までの道程を知って
いたのか、不動産屋を待たずその家にまっすぐ向かったのは何か呼ばれていた
のではないでしょうか。スタート時点から気味が悪く、徐々に気持ちの悪さが
増していく描写がとても良かったです。そして、この話を読んでいると全ての
ことが疑わしくなってしまいます。先輩の彼⼥は実在したのか。実は、彼⼥が
この家に誘うきっかけになっていたのではないか。そもそも、この家の由来は
何なのか。考察の余地が⼤きく、読み終わってからも余韻にひたれる不気味で
いい話でした。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員E 15 5 15 10 5 50 「断頭の家」というタイトルに引き込まれて読み進めました。３⼈で内⾒の家
に着いて、その家で⾒つけた、ごみ袋いっぱいに⼊った⾸無しのおもちゃや部
屋中にバラまかれた頭部だけのおもちゃ。そして細野先輩の様⼦がおかしくな
り、押し⼊れに居た巨⼤な⼦供の顔までは⾯⽩かったです。その後の展開を期
待して読んでいたのに、ユキさんまでおかしくなって、最後は細野先輩もユキ
さんも⾏⽅不明。内⾒する家が違っていたのもありきたりな感じです。最初の
先輩の「じゃあ、＊＊＊うか」が「帰ろうか」の伏線回収は、もうひと捻り欲
しかったです。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員F 16 14 13 14 14 71 このお話も、まあ、あると⾔えばあるパターンだけれど、古⺠家を買う為の内
⾒、というのは興味深いですね。思ったよりボロい家の探索から始まり、⾸が
切り取られた⼈形やぬいぐるみ、というところで怖さのゲージはグンと上がり
ますね。実在するキャラクターを連想させる名前が出てくるとリアルさも増し
ます。本来、先輩が買おうと考えていた古⺠家ではなく、⼭奥の禁⾜地に実際
にはない廃屋のようなところに誘われ、当の先輩も、その彼⼥も⾏⽅不明に
なってしまう。異次元へ連れて⾏かれてしまったのでしょうか？もともと異世
界系のお話は好きなので、興味深く読ませていただきましたが、先輩と彼⼥が
連れて⾏かれる過程にもう⼀捻りあるともっと怖さや鋭さもアップするかもし
れませんね。異次元や異空間から帰って来られなくなるのは怖いし嫌ですね。
押し⼊れいっぱいに詰まった巨⼤な⼦供の顔、というのも気持ち悪くて怖いで
すね。神社の敷地、という事は、⼈形供養でもしていたのか、それともただた
だ悪い霊的なものが集まってしまったからなのか…？

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員G 18 16 16 10 15 75 怪奇ドラマにも出来そうな内容のお話しで、とても興味深く読ませて頂きまし
た。タイトルが断頭の家との事で、どんな内容なのか⁈ととても興味を持ち読
み進めた私。そしてこう⾔う事か！！と絶句。しかも先輩の⼈格の変わり様も
とても怖く、その屋敷での出来事の描写も分かりやすく、怖さに拍⾞が掛かっ
たように思います。なので全体的に⾼得点ではありますが、特に怖さの点は⾼
いと感じました。また最後の⼀⽂でフラグも回収され、更に怖さ倍
増ーーーっ！そしてその先輩や彼⼥さんはどこへ消えたのか、屋敷は⼀体なん
だったのか？数々の疑問も浮かびますし、考察しがいのある⾯⽩いお話しだっ
たと思います。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員H 10 10 15 10 10 55 動画配信者が出てくる点に新しさを感じました。頭の無い⼈形の⾒せ⽅がとて
も上⼿いと思いました。シンプルに1個では無くランダムにいっぱい出てきた
事で、私は狂気を感じました。主⼈公を含め3⼈の内の2⼈が同時に変な状態に
なったのですが、どのタイミングで巣⾷われたのが分からず、エンディングを
読んで、最初からすでに取り込まれていた！？と考察すると読了後にゾクゾク
しました。2⼈が同時に変な状態になった事で中盤からかなり慌ただしく感じ
てしまったのが少し残念でした。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員I 17 15 13 13 10 68 出だしから最後まであっという間に読んでしまいました。物語の世界に引き⼊
れるのが上⼿い！怪異に⾄る過程も無理が無く違和感なく読めました。怖さに
ついては、もう「古⺠家を買っって改装する」というワードで既に嫌〜な予感
しかしないんですけど！？と感じましたし、徐々に古⺠家に近づいていく道程
から中に⼊ってからの怪異の連続、主⼈公が脱出するまでとにかく怖い！さら
に怖い！まだまだ怖い！と恐怖におののきつつ楽しめたので、⾼評価とさせて
いただきました。鋭さ、新しさ、ユーモアですが、登場⼈物3⼈の物語上の役
割、⼈物像が明確で分かりやすかったのと、「断頭」を指し⽰す事象が予想外
だっった点、またこれ程の恐怖の中にありながらも⾊々な頭が転がっている様
を想像すると、恐怖故の可笑しみが感じられたので、この評価となっていま
す。意外性については、主⼈公は助かるが脇役は犠牲になる、という怪談ある
あるな展開だったので評価低めとなっております。

120 断頭の家 宿屋ヒルベルト ⼀般審査員J 18 18 18 15 18 87 怖さ：内⾒で訪問した家が本当にあったのかわからないことと、そこにあった
ぬいぐるみの不気味さ、そして、最後に⾏⽅不明になった先輩と先輩の彼⼥な
どすべてがゾッとした
鋭さ：先輩のおかしな挙動が随所で際⽴っていた。最後に先輩の帰ろうかとい
う不思議なひと⾔にも読者へ印象を残すものとなっていた
新しさ：動画の配信者がDIYのために実施するという⾒たことのないパターン
であった
ユーモアさ：最後に登場した不動産の職員と話したときに、どこに⾏ったのか
がわからない事になったところが良かった
意外さ：神社の禁⾜地であったことと⾏⽅不明になってしまた先輩が帰ろうか
ということをいった⾔葉で終わるところが良かった

合計 157 143 152 128 135 715

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員A 11 12 13 12 12 60 ⼈って都合のいい記憶だけを持ち、悪い記憶は捨て去ってしまうとはよく⾔う
けど、体験者は都合のいい美しい記憶だけを持っていたんだなって思いまし
た。亡くなった⼈がいつから⾒えていたのかは分からないけど、もしかしたら
亡くなったときからずっとそばにいて、復讐する機会をうかがっていたのか
なって想像しました。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員B 13 13 12 12 14 64 いろいろ状況に無理が⾒られましたが話のテンポがよくすらすらと読めまし
た。話の怖さは別にして話の作り⽅が上⼿い話でした。怖い話の発想が凄い⼈
と組んだら良い作品が作れるとおもいました。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員C 12 8 12 8 12 52 全体的に⽂章の癖が強い。
内容もファンタジックな雰囲気が強く、ホラーとのバランスが難しい印象を受
けた。
導⼊もやや問題があり、⻑編⼩説の導⼊としてはアリだと思うが、短編の導⼊
としては⻑さも種明かしも微妙に感じてしまった。
過去の封印した記憶ということだったのはわかるが、それが回想だったのか、
当時の描写なのかが分からずモヤモヤしてしまう。
主⼈公は廃墟に興味があるのか無いのか？
友⼈は結局なんだったのか？
安居酒屋には常に1⼈だったのか？
主⼈公⾃体がもう完全にそっち側の⼈だったのか？
不明点が多すぎて未完成のお話のように感じてしまった。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員D 18 19 18 18 19 92 すごく不思議な世界観と最後まで読み終えた時の衝撃がすさまじくて、もう⼀
度初めから読み直してしまいました。情景の繋がり⽅が少々難しく、今の
「私」はどこにいるのか頭を使う部分がありましが、とんでもない記憶を上書
きして平然と⽣活をしている「私」が⼀番恐ろしいと感じました。再会した美
津⼦は既にこの世の存在ではなかったのかと思うと、何度か飲みに⾏っていた
という記憶そのものも植え付けられたものだったのでしょうか。とても不気味
です。しかも、恨んでいたのは「私」だけではなく美津⼦もそうだったという
オチ。お互い憎み合っていたのに友⼈として接しているというのはやはり⼀番
恐ろしいには⼈間、という結論になりますね…切れ味も鋭くてとても⾯⽩い話
でした。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員E 10 15 15 10 18 68 不思議なお話で、数回読んでも理解が追い付かない感じでした。最後の部分と
前段の部分が繋がっているのは上⼿いと思いましたが、それを理解するのに時
間が掛かりました。廃墟跡で美津⼦が亡くなっているのが分かってから、もっ
と記憶が鮮明に蘇るのかと思いましたが、そうでは無く懐かしい感覚だけが蘇
る展開で、「美しい記憶」に塗り替えているので有れば、元の記憶が恐ろしけ
れば恐ろしいほど怖さが引き⽴つと思うので、このふわっとした感じの終わり
⽅では物⾜りなさを感じました。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員F 16 14 14 12 13 69 なんとなく精神世界のようなお話で、正直少し難しさは感じました。結論から
⾔うと、主⼈公の〝私〟は友達である美津⼦を彼⽒を奪われた嫉妬や恨みと
いった感情から家ごと⽕をつけて殺害してしまった。そして、美津⼦の霊(？)
が現れ、殺害の事実を突き付けられた。〝私〟は美津⼦に関する記憶を⾃分の
都合のいいように美化した記憶に書き換えていた、と。確かに、本当に恐ろし
い体験をしたりすると、記憶を消してしまったり、という話はよく聞きます
が、殺⼈の記憶をなかった事にして⾃分にとって美しい記憶にするなんて出来
るのでしょうか。私には想像し得ないところに怖さを感じました。美津⼦の復
讐はどこまで続くのでしょうか…。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員G 12 13 13 10 15 63 なんとも不思議なお話しでした。⽂章の構成は⾯⽩いなぁと思ったのですが、
私的には⽂の⾔い回しがくどい様な感じがして、詩的な回りくどい表現よりは
ストレートに⽂章表現をして頂いた⽅が、怖さや不気味さが伝わったのかなぁ
と思いました。2⼈の関係性も本当の所どうだったのか⁇と思う所もあり、ま
た記憶を都合良くすり替えているのか⁇このお話しを読んでからタイトルを再
度読むと逆に不気味さが感じられ、このお話しの本質に触れる様な気がしまし
た。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員H 5 10 10 15 15 55 おもしろい！オチが良かったです。エッセイ⾵なのにしっかり怪談で⼥性らし
い視点で書かれているのがとても良かったです。誠実そうな⼈かなと思いき
や、⾃分都合で記憶を書き換え歪んだ⾏動をした主⼈公は最⾼にやばい⼥に仕
上がってて良かったです。主⼈公が俯瞰な視点を持って綴られている内容は、
常にどこか違和感があり、不思議な感覚になりました。サスペンスのような演
出を取り⼊れても怪談って成⽴するんですね。新しい発⾒を感じました。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員I 18 15 10 5 15 63 「美しい記憶」タイトルとは裏腹に⼈と⼈との間にある妬み、怨み、憎しみ、
それが頂点に達した時に⼈が悪魔の所業に及ぶ恐ろしさ、結果招いた怪異、そ
の後の⼿痛いしっぺ返し、「怖さ。」の全てが凝縮された作品だと思いまし
た。話しの持っていき⽅も読み⼿を飽きさせない流れになっています。序盤、
主⼈公がどういう状態にあるのか分からず、？とは思うのですが詩的な表現も
相まってマイナスになら無い話しの持って⾏き⽅に、上⼿いなぁ！と感じまし
た。そこからの過去の記憶、廃屋に⾏く過程、そこで起こった思いも寄らない
怪異と結末。全体のバランスがとても良いですね。書き⼿の⽂章⼒がかなり⾼
くないと難しいテーマだと思います。怖さ、についてですが先ず友⼈を嫉妬の
あまり焼き殺し、かつそれを記憶の奥底に封印してしまえる主⼈公の恐ろしさ
です。⼼底ゾッとします。そして美津⼦が実はとうの昔に死んでいて、主⼈公
を廃屋に誘った点も読み進めるまで全く思いもしなかったので、とても恐ろし
かったです。そして最後の⼀⽂。強烈でした！という訳で、⾼得点にしていま
す。鋭さ、これも⼈の暗部をこれでもか！という位描いていて、良い意味で読
み⼿の精神を「抉る」ので⾼得点にしています。対して新しさとユーモアさで
すが、、正直弱いと感じました。先ず新しさですが、序盤(主⼈公の置かれてい
る状況が明かされない)、中盤(学⽣時代の美津⼦との記憶)、終盤(廃屋での怪異
と種明かし)、と敢えて話しの順番を前後させている点では新しさを感じるので
すが、⼀緒に⾏動していた⼈物が実は亡者でしたという⼿法は割と使われてい
るので間を取った点数にしました。ユーモアさも、これはもう話しのテーマを
考えると⾮常に難しい。敢えて表現するとしたら主⼈公の暗部とは別に明る
さ、⼈間臭さを⼊れてみるなんてどうでしょう？意外さ、これはもう美津⼦そ
のものが怪異だった点と、平然と友⼈を殺して忘れ去り⽣活している主⼈公で
す。「あ、有り得ん。。。」と衝撃を受けたので⾼評価とさせていただきました。

127 美しい記憶 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員J 19 19 19 15 19 91 怖さ：友⼈を呪った記憶をなくしていた⾃分が友⼈と触れ合った美しい記憶と
罪悪感のある記憶を振り返りながら、最後に殺してしまい、⼈を呪わば⽳⼆つ
ということを分からされる怖さがあった
鋭さ：思い出を振り返りながら、友⼈を呪ったことを分からせることを読者に
読ませる良さがとても良かった
新しさ：思い出と都合の良い記憶と呪いをミックスした斬新な怪談であった
ユーモアさ：思い出の振り返りと呪いを返される内容がミックス度合いが絶妙
でよかった
意外さ：友⼈がまさか主⼈公に殺されていたという意外さがとても良かった

合計 134 138 136 117 152 677



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員A 14 12 14 13 14 67 容姿がだめだから売れないと思い⾃ら三途の川を渡ってしまったのは切ない話
だなと思ったけど、理想の顔をしたお姉さんが夢に出てくるのはちょっと気味
が悪くなりましたね。しかも、その顔は同じように⾃ら去ってしまった⼥性タ
レントの顔だったのは境遇が似ていたからって推測したが、もしかしたら呼ば
れていたのかなって思いました。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員B 13 12 15 10 15 65 妹さんの前に出て来た姉の姿が⾃死したタレントの顔だったのがもし、姉の⽇
記を読まずにいた場合その顔で出てきていたのか、そのタレントの顔をまった
く知らなかった時もその顔で出てくるのか気になりますね。⽇記を読んだこと
により出てきているとしたら、その⽇記を供養してあげるのが1番だと思いま
すよ。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員C 17 15 16 18 15 81 読み終えてからなるほどのタイトル   ⼈類の美に対する執着は永遠のテーマで
すね 外⾒が変われば内⾯もまた変わる ⾔い換えれば内⾯の⼀番外側が外⾯で
すからね 毎⽇毎⽇鏡を⾒る度にため息をつくような⼈⽣を送るくらいなら今後
の⼈⽣の為にも思い切って整形をするの私はありだと考えてます。取り憑かれ
て凄惨な現場を想像したらなかなかにグロ痛いですねそこを怖さと取るかグロ
さで取るかの境い⽬、妖怪のっぺらぼうの現代版を読んだような読み易さがあ
りました。それとまだまだ因縁は続くどうしようも無い終わり⽅がGood。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員D 19 18 16 16 18 87 個⼈的にグロ描写が苦⼿なので読むのが少々キツかったです。前半のティナさ
んの華やかな姿に対して、後半のどろどろとしたどす⿊い感情描写のコントラ
ストがはっきりと描かれていてとても良かったです。歌⼿としての実⼒だけで
評価してもらえず、容姿コンプレックスを抱えていたティナさんにやるせなさ
しか感じません。命を絶ってから望みを叶えてももう取り返しがつきません。
しかも、妹が綺麗になったと喜んでくれると本当に思っていたのだとしたら余
計に切なくなりました。最後まで読んでタイトルの意味が分かる、というパ
ターンではありますが、こう来たか！と衝撃を受けました。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員E 10 5 20 15 15 65 タイトルから想像していたのとは違う新しい切り⼝の作品だと思いました。怖
さよりも⾃死の様⼦にゾッとしました。今は昔より美容整形のハードルが低い
し最後に塚原さん⾃⾝も美容整形をしようとしているのに、ティナさんは、そ
の選択肢は無かったのでしょうか？また最後の塚原さんが⾔った「整形して、
少しでも綺麗になる事がお姉ちゃんの供養になるような気がしてるんです
よ。」と⾔う考え⽅には疑問を感じました。そして美容整形の為に⾵俗店で働
き始める終わり⽅も無理⽮理な感じがしました。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員F 14 14 15 13 15 71 ティナさんの⾃死された時の状況描写やコンプレックスに対する狂気じみた思
いなど、怖さを感じるところは勿論あるものの、ストーリーの中で感じたの
は、怖さよりも悲しさ、でしょうか。誰もがコンプレックスの１つや２つは
持っているでしょうが、持って⽣まれた顔、に対するコンプレックスを抱えて
いる⼈も世の中には少なくはないと思います。ティナさんの強い思いがその⼤
きさを物語っていますが、それでも、〝死〟という選択をせずに、妹の塚原さ
んのように整形という選択肢もあったんじゃないかな、と思ってしまいます。
最近ではあまり⾒ない顔とコンプレックス、というテーマに逆に新しさを感じ
ました。塚原さんが整形をしようとしているのにも意外性を感じました。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員G 18 16 18 10 15 77 描写の⽣々しさから、⼈怖的な感じだったり⼈間の狂気じみたものまで様々な
怖さを体感するお話しでした。⾃分の容姿に対するコンプレックス…同じ⼥性
として共感する所もあり、でも可哀想だなぁとか⾊々な感情を揺さぶられまし
た。なので様々な観点から怖さを⾼評価とさせて頂きました。⽂章の構成など
はとても読みやすく、やっぱりなんと⾔っても描写がリアルだったのが良かっ
たと思います。また、淡々とした感じが更に怖さを増した様に思います。最後
に、整形する事で供養になれば…の件。⾊々と供養の在り⽅や形が考えられる
んだなぁ…と思った次第です。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員H 10 15 5 5 5 40 病み堕ちのオチが素晴らしかったです。主⼈公の塚原さんがどうなっていくの
か⾒守るように読み進めました。⼀番惹きつけられたのは、主⼈公の姉が⾃害
したシーンです。あまりにも衝撃的な状況描写はとても鋭⾓すぎる恐怖を感じ
ました。顔を⾃ら切り刻む、眼球をくり抜くために、⽬にドライバーを突き刺
す。そんな表現を書ける投稿者さんへの恐怖すら感じました。あまりにも鋭⾓
だったので、⾦縛りまでのシーンに蛇⾜感がありましたが、気持ち悪く悲しい
オチに繋がった事でよい怪談になっていると思います。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員I 10 15 12 5 10 52 切なく、悲しい話だなぁ。。というのが先ず浮かんだ感想です。そしてつくづく
⼈というのは業の深い⽣き物だとも思いました。全体的に叙情的な雰囲気の漂
う、⾵変わりな⽂体だと感じます。お姉さんの苦しみ、他⼈への妬み、主⼈公
や両親の喪失感、最後に下した主⼈公の決断。全てがやるせなく⾟いお話でし
た。怖さ、についてなのですが、お姉さんの死に様や主⼈公の前に現れて新し
い顔を「⼀緒に喜んで」と嬉々として語る様は、狂気に満ちていて、ゾッとし
ました。確かに怖いです。ただ、「怪談」としての怖さという意味では少し弱
い気がします。ですのでこの点数をつけました。冒頭のお姉さんのライブハウ
スで唄う場⾯や、主⼈公のお姉さんに対する思慕の部分を少し簡略化して怪異
が起こる下りを膨らませてみても良かったかもしれません。鋭さは、⼈の内⾯
のどうしようも無く醜くドス⿊い部分を容赦なく書いている点での評価です。
新しさは、お姉さんが⾃死(怪死)した原因から怪異に到る過程、結末の持って
いき⽅に新しさを感じたのでこの評価となりました。ユーモアについてはこの
お話が嫉妬、苦悩、に特化した描写となっていたため点数低めにしました。こ
こにユーモアを⼊れるとしたら、、うーん、難しいですが、主⼈公が明るい未来
を⽬指して前向きに⽣きていく結末にしてみる、などどうでしょう。意外さ、
については怪異の現れ⽅の部分は意表を突かれました。あ、こういう表現なの
ね、という印象です。ただ、結末は予想がつく展開ではあったので間を取って
10点にさせていただきました。

122 ニューフェイス かわしマン ⼀般審査員J 17 13 12 11 18 71 怖さ：姉の亡くなり⽅と姉が残した⽇記に怖さを感じました。また主⼈公の前
に現れた姉が⼿に⼊れた顔を否定してしまい後悔し、主⼈公も整形を⾏ってい
るところと鏡を⾒ている主⼈公の気持ちが本当に主⼈公の気持ちだけなのかと
読者に思わせるところに怖さを感じた
鋭さ：亡くなった姉を中⼼にした話の展開でありがなら、主⼈公の気持ちの描
写がわかりやすく書かれていることがよかった
新しさ：整形を⾏っている⼈の背景や動機に焦点を当てた話となっていること
がよかった
ユーモアさ：整形を⾏っている主⼈公が姉を思い出す描写が良かった
意外さ：最後に後悔している主⼈公も整形を⾏っており、鏡を⾒る⾃分に強い
⾃責の念を抱いてしまうというところがよかった

合計 142 135 143 116 140 676

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員A 12 12 14 14 14 66 ⼈間⼀度は時を⽌めてみたいと思う時があるかもしれない。でも、実際に時を
⽌めたらこんな感じになるのかなって思いました。⾃分だけの動ける世界は正
直に⾔うと怖いです。良く戻って来られたな。ダブルスの相棒にこの話をした
らどうなるのかなって⼀瞬思いましたが、話したとしても信じてもらえない可
能性は⾼い。まぁ、⾃分も⾔わないと思いますね。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員B 12 13 15 13 14 67 実話なら物凄い体験をしてますが仏像や仏様は⼈間の形をしたものもあります
がそのほとんどが宇宙⼈だという説もあります。宇宙の⼒で時を⽌めるまでは
わかりますがそこで主⼈公が選ばれた理由がちょっとだけ欲しかったです。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員C 15 16 15 14 15 75 ホラーかと⾔われるとかなり微妙だが、⾯⽩いお話だった。
内容はそのままタイトル通りの話で、テニスの練習中に全ての時間が⽌まり、
⾃分だけが動ける状態なので、そこから検証を経て解決をしていく…といった
もの。
内容⾃体はかなりSFチックだが、テニス部のディテールが細かく、そこがリア
リティを担保しており全体の底上げになっている。
検証パート、解決パートともに細かく描写されており作品のキモとなってい
る。
解決パートで宗教施設に⼊り込むくだりは、やはり胸が躍るものであった。

全体的に読みやすく良かったが、最初に男⼦テニス部である記述があれば途中
迷わず読めたのと、やはり、怖いホラーが読みたい場合は残念に思う⼈も居る
だろう。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員D 14 17 16 17 18 82 謎の新興宗教の御本尊であってもそれなりの⼒を得てしまっていた、というこ
とはやはり信仰は「何か」を呼び出すほどの⼒を⽣み出してしまうのでは…と
不気味さを感じる話でした。書かれている通り、⽣きている⼈間がぴたりと完
全に⽌まることはほぼ有り得ません。しかも鳩や⾵といった⾃然現象まで⽌
まっている不気味さは想像するだけで気持ちが悪いです。中学⽣ながら冷静に
対応できていた主⼈公のメンタルの強さが凄い！読みやすい⽂章で最後まで⼀
気に読み切ってしまいました。怖いというより不思議、不気味な話だったので
怖さは低めに点数をつけさせていただきました。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員E 10 3 20 5 3 41 時が⽌まるというのは新しいお話でした。テーマとしては凄く⾯⽩いと思いま
す。しかし中学⽣の主⼈公が妙に冷静過ぎです。急に動きが⽌まったら最初は
みんながいたずらで演技していると疑うと思いますが、そうでは無いと分かっ
たら焦りませんか？近付いて揺さ振ったりしてみると思います。そして急にカ
ルト宗教施設に⾏きますか？しかも野⽝や変質者が出る⼭道を通って？そこは
公園の管理事務所か中学校に助けを求めませんか？現実離れした設定を全て
「ゾーン」で⽚付けるのは無理が有りますし共感出来ませんでした。最後まで
違和感の残るお話でした。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員F 14 13 17 16 17 77 誰もが⼀度は考えた事があるのではないでしょうか。もしも、時が⽌まったら
…。これはそんな体験をされたお話ですが、怖いというより不思議なお話です
ね。時が⽌まったり、タイムリープするようなお話では、『未来』や『タイム
マシーン』というようなキーワードが出てくるパターンが多い中で、新興宗教
的な施設にある仏像、というのは結構新しいような気がしました。こういう体
験は、すぐに⼈に話したくなるところだけれど、信じて貰えないだろう、とい
う理由ではなく、信じて貰えた後の悪⽤のリスクを考えて誰にも話さなかっ
た、というのが意外さもあり、新しさも感じます。確かに、悪⽤されたら怖い
かもしれないな、と思いました。と同時に、⾃分は悪⽤されても気づかないん
だろうな、とも思いました。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員G 12 15 15 15 12 69 時が⽌まる話はよくあるんですが、何故そうなったのか⁈その理由が不思議と
いうか…そして怪談的な怖さは余り感じず“世にも奇妙な物語り”にありそうな
話しだなぁ〜。と⾯⽩く読ませて頂きました。なので怖さの点では低⽬なので
すが、怪談には珍しく、時が⽌まった時の現象にユーモアを感じたので、その
点を⾼評価としました！特にその様⼦の描写が丁寧なので、時が⽌まるとこん
な感じかぁ…と興味深く思いました。 とある宗教が出て来ましたが、やはり
何か関係はありそうですよね…⾊々と不思議過ぎて、考察のしがいはありそう
だなぁ〜と。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員H 10 15 10 15 10 60 SFっぽい演出なのに、ガッツリ和式がはいっているので、違和感がバチバチに
混ざってて最⾼でした。いろんな要素が出てくるのに順に描写されており丁寧
な怪談に仕上がっていると思います。まわりのものが全て停⽌した事だけでも
⼤きな怪異なのに不思議な団体もでてきて情報量の多さに飲み込まれそうにな
りました。⼤⼈と⼦供のはざまである中学⽣と怪異の相性の良さも感じまし
た。幼さゆえに違和感を軽く感じれるのかも。尖った恐怖はありませんが、結
局何も解決・判明していない点が最⾼のスパイスになっていると思います。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員I 10 14 15 13 13 65 ファンタジーテイストの怪談譚という印象でした。時が⽌まるという⾮常事態
に主⼈公がどう⽴ち向かうのか？という所が肝ですが、まさかの解決策に
「え！？そこ？」と驚きと笑いが出ました。普通だったらそんな事に巻き込ま
れたらパニックになると思うんですが、ひたすら冷静な主⼈公が頼もしさと
「変な⼦だなぁ〜。」といった感じで楽しく読めました。恐怖を追及するとい
うより、「世○○奇○○物語」系かなと思います。そう⾔った点では好みがハッキ
リ分かれるかもしれません。怖さ、については時が⽌まってからの周囲の⼈間
の動きが⼀⻫に⽌まり、マネキンの様になる場⾯や、カルト宗教の施設に単⾝
赴く際の緊張感、時が戻って帰る時の信者達の謎の⼟下座などは、かなり不気
味で怖かったです。ただ、肝⼼の主⼈公があまり怖がっいるように感じられな
かったのと、時の流れを戻す要である仏像⾃体は脅威では無いという点で怖さ
が薄まっていると感じましたので10点にさせていただきました。鋭さについて
は、⽇常から突如、⾮⽇常に転換する瞬間の描写の上⼿さ、主⼈公がどう考
え、⾏動し、解決していくかの過程が⼤仰では無くかつ緊張感を持って表現さ
れていたので⾼評価にしています。新しさについても、⾃分以外の時が⽌まる
系の話は割とあると思うのですが、時が⽌まる原因と解決策がカルト教団の仏
像という私だったら天地がひっくり返っても思いつかないだろうな、と思い⾼
評価つけています。ユーモアについても同様で、先ず主⼈公のキャラクターが
⽴っているのと地震で仏像が倒れたのが原因という点、時が戻ってからの仲間
への⾃分がいなくなった事の説明の仕⽅など、終始クスッと笑える展開でした
のでこちらも点数⾼めにしています。あと意外さについて。新しさ、ユーモア
と重複する部分がありますが、仏像が肝になっている点、誰も不幸にならずに
無事解決！という怪談としては珍しい結末に「思い切った舵の切り⽅だ
なぁ。」と感じたのでこちらも点数⾼めとなりました。

126 時が⽌まった⽇ ⼩⾦井 ⼀般審査員J 11 12 15 15 12 65 怖さ：主⼈公だけが孤独になった状況で、正解である振る舞いをできた結果は
得られたが、そうでなかったら、ずっと永遠に⽌まっていいたのかゾットさせ
る話でした
鋭さ：主⼈公の情景や⾵景が想像しやすい記述になっていたところがよかった
新しさ：時が⽌まったときの怪談は、聞いたことがないため、⾮常に興味深
かった
ユーモアさ：主⼈公の部員に対する態度が⾯⽩く、最後の相棒に対する察して
ほしいということも⾯⽩かった
意外さ：結局、なぜ主⼈公だったのか？というところが解決しないのかという
意外さがあった

合計 120 130 152 137 128 667

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

121 お気持ち表明 ⼀般審査員A 12 15 16 15 15 73 何だろうなって⾔う気持ちになったのが最初の印象です。祖⽗が亡くなったと
き、両⽬、両⽿、⿐が無かった。でも、周りの⼈にはそれが視えていない。そ
して遺影は真っ⿊になってしまう。そして、筆者も両親に対してたまに両⽬、
両⽿、⿐が視えなくなってしまう光景を⾒てしまう。本当に不思議な話だなと
思いました。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員B 15 13 14 10 13 65 この話の着眼点は祖⽗がした事でヒントがしちぶん、はちぶんなのですぐに思
いつくのは村⼋分ですね。村⼈達が関わるの⾏事、10のうち2つしか関わらせ
ない差別の事ですね。冠婚葬祭、村の⾏事、災害のうち葬式と⽕事以外は全て
無視されるのがはちぶんですかね。しちぶんはもう⼀つ何か許された⼈のこと
かな。そして、それを奪われた⼈たちの呪いが五感のうちの、⽬と⿐と⽿を奪
いに来る感じなんですかね。あと、ちょっと似てるなと思ったのが⽿なし芳⼀
の話ですね。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員C 17 15 17 17 16 82 まるで末代まで続く呪いのような逃れる術も無い絶望譚。読み進める度に妖怪
のっぺらぼうの現代版の⼀端に触れたような丁寧な描写が想像をイヤに駆り⽴
ててゆきました。コチラに問いただすような⽂章も臨場感があって良かったで
す 読み⼿にとってはどうしても怖さより痛さグロさの部分が強いですね そし
て何もかも未解決でまだまだ因縁が続くような終わり⽅は救いようがなく個⼈
的に好きです。引き継がれてゆく執着⼼は救いようが無くいいですねぇ あっ⽬
⿐⼝が顔を想像したら少し笑えたのでユーモアさは⾼めです。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員D 18 17 16 18 16 85 冒頭の但し書き通り、読んでいて正直きつい話でした。祖⽗は⼀体どんな悪⾏
を⾏ったらここまでの呪いのようなものを受けるのか想像ができません。そこ
について「私」があまり興味を⽰さないのは少々不⾃然な気がしました。ま
た、⽅⾔がきつい祖⺟の⾔葉を理解してあげようとしないまま過ごしているの
でまた不⾃然な気が…気になれば両親に聞いたり調べることはできたのではな
いでしょうか。敢えてそれをしなかった理由は何でしょうか。最終的に祖⺟は
すべてを知った上で孫だけは守りきった、ということでしょう。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員E 10 5 5 10 5 35 ⽂末の「ですよ。」の多⽤は、⼤変読み難いです。⼝語体では無く⽂語体で投稿
して欲しかったです。お話の導⼊から祖⺟が亡くなる所までは引き込まれて読
みましたが、最後のまとめが尻すぼみな印象です。タイトルが「お気持ち表
明」なので、最後のまとめの「お気持ち表明」の部分は、もっと独りよがりで
振り切った⽂章で「お気持ち表明」を表現して欲しかったです。そうすれば、
もっと加点出来たと思います。読み終わった後にモヤモヤしただけで終わりま
した。祖⺟の⽅⾔はどこの⽅⾔なのでしょうか？⽅⾔の部分意味は教えて欲し
かったです。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員F 15 13 14 12 13 67 後を引く怖さ、というのが感じられるような、そんなお話ですね。祖⺟が亡く
なった事で怪異は終わったのか、いや、まだ終わっていない。それが⾃分⾃⾝
にも及ぶのか、或いはすでに及んでいるのか…。わからない、というのが本当
の恐怖なのかもしれませんね。祖⽗が糧にしていたというしちぶんはちぶん、
そして、その報い…。それらの正体はわからないし、なんとなくの想像でしか
測れない闇を感じさせる出来事。実体がわらないのがこんなに怖いなんて。例
え夢であっても⽬や⽿や⿐がもぎ取られていく事の痛みや恐怖は決して味わい
たくはないですね。それだけで気が狂ってしまいそうです。『私』さんのこと
は祖⺟が何とかするから、と⾔い置いて亡くなられているので、きっと守られ
ているだろうと思ってはいますが、今後も無事に⽣きていかれる事をお祈りし
ています。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員G 18 12 14 10 14 68 凄く気持ちの悪い、後味の悪い怪談でした。そして、⼀連の現象がどんな意味
なのか⁈結局難を免れた⁈投稿者さんはそれで良かった事なのか⁈⾊々と理解
出来ない、いくら考察しても謎だらけな、本当に様々な事が絡み合ったお話し
だったと思います。怖さもシンプルな怖さでは無かったのがかえって⾯⽩かっ
たですし、今後の展開も気になる所。お話しに謎が多いだけに、少し話の理解
が難しい所があった様に思います。しかしそれだけ話しがリアルで、そのまま
を⽂章として伝えてくれているのだなぁと理解しました。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員H 10 15 5 10 10 50 グロこわい。幽霊は登場しないのですが、家族を巻き込んでいく怪異が時系列
とともに、グロく怖くなっているのが最⾼でした。終わらない気持ち悪さが伝
わるエピローグも良かったです。実話だったら⼤変申し訳ありません。創作だ
と仮定して極端な書評になってしまいますが、⽅⾔を出す必要があったのか？
と感じた作品です。意味の分からない単語がたくさん出てきますが明確な伏線
になっておらず、雑⾳に感じてしまいました。⽇頃何を⾔っているのか分から
ない祖⺟が決めの場⾯でハッキリと発⾔した。という事を転換にしたかったの
であれば別の表現も出来たのかも。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員I 10 12 12 5 13 52 先ず全体の⽂章の構成がとてもバランスが良いなと感じました。起承転結が分
かりやすく最後まで読み⼿を飽きさせない⼿法は⾒事でした。主⼈公や周囲の
状況の説明をする時、ともすれば過剰に説明的になりがちですがそこもクリア
していて凄いなと思います。怖さ、については特に主⼈公の⾒る夢の描写が怖
くドキドキしました。ただ、個⼈的に怖さよりも不気味さの⽅が勝ったのでこ
の点数となりました。鋭さ、新しさ、意外さ、については、書き⼿の主⼈公を
始めとした登場⼈物達を容赦なく追い詰める描写⼒や、恐らく何がしかの「呪
い」だろうけれどはっきりした事は分からないままという点、最後、⼀応の解
決はしたけれど、主⼈公にとっての救いにはなり得ていない結末という観点か
らこちらの評価となりました。そして、ユーモアですが兎に⾓終始不気味だと
感じたため評価は低めにさせていただきました。ただ、物語の性質上ここに
ユーモアを持たせるのはとても難しいと思います。悪⼿になり得るので微妙な
提案ですが、⽣前の祖⽗や両親との平穏だった⽇々の⽇常の会話や⽣活の様⼦
を⼊れてみるのも⼀つの⼿かも知れません。

121 お気持ち表明 ⼀般審査員J 15 15 15 12 15 72 怖さ：祖⽗の亡くなり⽅の描写、祖⺟の振る舞いを夢に⾒た内容と最後までわ
からない少年は何だったのかが最後までスッキリしない形の怖さが良かった
鋭さ：話の展開が⾮常にテンポが良く夢の中での描写が読者にとって想像しや
すくなっており良かった
新しさ：夢での謎の少年と写真の関係性など伏線が多くあり、読者に想像させ
る展開がよかった
ユーモアさ：家族の団らんがほっとできる反⾯、実はゾッとしながら過ごして
いる主⼈公の記述がよかった
意外さ：なぜ主⼈公だけ祖⺟は⼤丈夫なようにしたのか、祖⺟の亡くなり⽅に
も違和感がある終わり⽅がある意外さがあった

合計 140 132 128 119 130 649
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